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自動施工に関するロードマップ（案）

R6年度 R7～R8年度 R9～R10年度 当面の目指す姿

①導入環境整備
a）安全ルールの
策定

b）機械機能要件
の策定

c）基準類の整備

②人材育成
a）自動施工コー
ディネーター育成

③開発環境整備
a）OPERA整備

施工現場における
安全に関するルー
ル

無人エリアにおける
自動施工機械の
機能要件

施工管理や監督・検
査等に係る基準類

自動施工の導入を
コーディネートできる
人材の育成

土木研究所にて
オープンな研究開発
用プラットフォーム
OPERAを整備

試行工事

人材育成プログラムの作成等

上記に関する試行工事を随時実施

注）技術開発状況に応じ随時見直し

ダム施工現場等以外の
大規模土工現場での導入

＜導入環境＞
工事に係るルール・基準
類が整備されている

＜人材＞
自動施工を現場に実装
するために地域を基盤と
する建設会社に対して
コーディネートする人材
が存在している

＜技術＞
地域を基盤とする建設会
社が導入できる汎用的な
自動化システムが入手
可能
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人材育成

共通制御信号の原案の策定等
OPERAの整備・運用



【①-a)】安全ルールver.1.0の試行について
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○直轄工事において安全ルールver1.0（R6.3策定）を実工事において適用し、検証
するため、４件の自動施工技術が実装されている実工事を選定。

○試行を踏まえ、安全ルールver.2.0を策定予定。

成瀬ダム堤体打設工事 成瀬ダム原石山採取工事

霞ヶ浦導水石岡トンネル新設工事 浅間山火山砂防 （地蔵川砂防堰堤工事）

発注者： 東北地方整備局

施工者： 鹿島・前田・竹中土
木特定建設工事共同企業
体

概要：自動ダンプ、自動ブル
ドーザ、 自動振動ローラ等
が自動運転を行い堤体
CSG打設を行う。

発注者： 東北地方整備局

施工者：大成・佐藤・岩田地
崎特定建設工事共同企業
体
概要：自動ダンプが骨材ス
トックヤードからプラント投入
ホッパーまで自動運転し、骨
材を運搬する。

発注者： 関東地方整備局

施工者： 株式会社 安藤・間

概要：シールドトンネルの掘
削土砂を自動バックホウに
よりダンプ（有人）に自動積
込みを行う。

鹿島建設㈱のHPより抜粋

発注者： 関東地方整備局

施工者：渡辺建設 株式会社

概要：堰堤材料（砂防ソイル
セメント）をバックホウ（有人）
により積込みを行った後、自
動キャリアダンプによる運搬
を行う。

成瀬ダム工事事務所のHPより抜粋

安藤ハザマ・コベルコ建機のHPより抜粋
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【①-a)、b)】安全ルール・機能要件の現場検証

○今年度、安全ルールver2.0及び機械機能要件の策定を目的に、検証フィールドにおけ
る自動施工機械の現場検証を実施予定。

○本年7月に公募を開始し、２１者からの応募を受付（昨年度は１７者）
○今後、順次現場検証を実施予定。

公募結果一覧

実施者（◎は代表者） 現場検証の内容

◎ﾊｲﾃｸｲﾝﾀｰ、ｼﾞﾂﾀ中国、中電工、土木研究所 建機の自動化・自律化運用に向けた超低遅延映像伝送技術およびレジリアントな無線通信技術

◎不動ﾃﾄﾗ、ｶﾅﾓﾄ 地盤改良現場の無人化施工システム

◎ｱｽ･ﾌﾟﾗﾝﾃｯｸ ハイブリッドラジコン草刈機RJ705 「神刈」

◎植村建設、ｱｰｷｯﾄ 掘削積込に係る建設機械による遠隔操縦での施工

◎ARAV 建設機械の後付自動運転‧遠隔操作システム Model V/E

◎廣瀨 積込、残土処理に係る建設機械の遠隔施工システム

◎金杉建設、ﾓｱ･ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ 自律走行式草刈り機

◎日本ﾋｭｰﾑ Pile-ViMSys（パイルヴィムシス）

◎大林組、大本組、日本工業大学 Full Auto Pneuma（フルオートニューマ）

◎ｶﾅﾓﾄ、富士建、湯澤工業 建設機械無人化施工システム

◎ORAM、中和ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝ、ﾃｨｰ･ｴﾙ･ｴｽ、ｱｸﾃｨｵ 後付け遠隔施工機械の作業効率向上に関する制御技術

◎技研製作所 自動運転とリアルタイムデジタルツインによる杭圧入施工の遠隔管理システム

◎青木あすなろ建設、西尾ﾚﾝﾄｵｰﾙ、ﾚﾌｨｸｼｱ 自動化・遠隔化施工ヤード(有人区域・無人区域)の明示技術

◎日立建機 遠隔、自動化対応油圧ショベルの搭載機能紹介

◎DeepX、ｵﾘｴﾝﾀﾙ白石 ニューマチックケーソン工法における 自動運転建機の自動停止技術 および 建機の衝突防止技術

◎世紀東急工業、ARAV アスファルトフィニッシャの遠隔操作および自動操舵技術

◎ﾜｲｽﾞ、ﾌｸｻﾞﾜｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 除雪用機械の自動制御

◎日本基礎技術 グラウンドアンカー工事他の削孔作業に係る建設機械の自動運転システム

◎ﾀﾀﾞﾉ、竹中工務店、ｱﾙﾓ 建設作業に係る建設機械の遠隔地操作システム

◎大成建設、大成ﾛﾃｯｸ、ｿﾘﾄﾝｼｽﾃﾑｽﾞ キャリア回線を使用した建設機械の超遠隔施工を支援する技術

◎三洋ﾃｸﾆｯｸｽ、ｺｰﾜﾃｯｸ、東北大学 土砂砕石運搬に係る建設機械の自動走行システム



目的：現場の安全の確保
内容：自動施工機械の運用にあたって

遵守すべき項目

○本ルールの役割、位置づけ
○用語の定義
○安全性確保のための関係者の役割    

及びリスクアセスメント
○自動施工における安全方策
○自動建設機械や設備に求める

安全方策に必要な機能
など

目的：効率的な施工の確保
内容：自動施工機械が最低限

具備すべき機能

○所定の範囲から逸脱しないこと
○必要な精度でのポジショニング機能
○接触防止機能

など

【①-a)、b)】「安全ルール」と「機械の機能要件」

自動施工の安全ルール

無人エリアにおける
自動施工機械の機能要件

（安全ルールに対応して設定）
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無人エリア

第4回協議会 資料２ 抜粋
※一部を編集



【②-a)】自動施工コーディネーター育成

元請け

一次下請け

二次下請け

建機メーカー

レンタル会社

システムベンダー

設計コンサル

自動施工
コーディネー
ター

発注者

○自動施工の導入にあたっては、通常の施工に関する知識はもとより、自動建設機械や運用するシステム、通信設備等に関する知識が必要であ
り、中小建設会社にとってはハードルが高い。

○施工・自動建設機械・システム・通信設備等の知識・情報を持ち、各関係者との調整を担うことが可能な人材を「自動施工コーディネーター」とし
て育成し、これまで自動施工の導入に踏み切れなかった中小の建設企業への普及促進を図る。

○人材育成プログラムの作成と自動施工コーディネーターのための自動施工シミュレーターの整備を実施。

現 状 自動施工コーディネーターの育成

工事の関係企業（例）

自動施工を導入しようとした場合・・・

元請け

一次下請け

二次下請け

建機メーカー

レンタル会社

システムベンダー

設計コンサル

何から手配
すれば…？

どの施工箇所に導
入可能？

自動施工用
の設計が必
要？

自動施工用機械・
設備の調達先は？

自動施工用機
械の使い方
は？

どんな自動建設機
械の需要があるのか

施工・機械・システム・通信等、自動施工に関する横断
的な専門知識を持つコーディネーターの役割を担う人
材の育成が不可欠

どんな現場で使っ
てもらえるのか

どんな施工環境
で使われるのか

自動施工は通常の建設工事と異なる分野（機械・通信・システム等）
の高度な知識・技術が必要であるため、自動建設機械が開発されたとし
ても、中小の施工業者が工事に導入するには高いハードルがある。

⚫ 施工・機械・システム・通信等、自動施工に関する横断的な専門知識を
持つコーディネーターの役割を担う人材（自動施工コーディネーター）を
育成

⚫ 具体的には、自動施工に必要な知識・技能を技術の最新動向を踏まえ
ながら網羅的に調査・整理するとともに、関係企業が社内で人材育成を
可能とするための講習等に使用する人材育成プログラムや自動施工シ
ミュレーターを作成する

自動施工コーディネーターのイメージ

建設
機械

管制
システム

施工
データ

自動施工導入データベース

DBを基に作成

人材育成プログラム / 自動施工シミュレーター

今年度の実施内容
内閣府BRIDGE予算を活用し、現状の自動施工に関わる人材（技能・役割等）の調査整理及び
製造業に係る生産管理シミュレーションソフトの適用確認 6



【③-a)】自律施工技術基盤OPERAについて

OPERA活用イメージ

OPERA
Open Platform for Earthwork 

Robot Autonomy

建機メーカ

センサメーカ

ゼネコン

アプリベンダ研究機関

SIer

開発環境

開発環境

アプリ提供

改善要望

テーマ発掘

成果提供

ニーズ入手

対応製品

対応製品

ニーズ入手

改善要望

集約情報

OPERA構成要素概略図

※OPERAは、異なるメーカーの建設機械についても、ユーザーである建設会社やソフトウェアベンダーが同じ
プログラムで動かせるよう、建設機械とソフトウェアの間を繋ぐ共通制御信号やミドルウェア、開発環境となる
シミュレータを公開するとともに、研究開発に必要なハードウェア（建設機械、実験フィールド、無線通信シス
テムなど）を提供

※Open Platform for Earthwork with Robotics and Autonomy
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○ 土木研究所において、建設施工の自動施工・遠隔施工技術の開発がより促進される環境の整備を
目的に、誰でも利用できるオープンな研究開発用プラットフォームである「自律施工技術基盤
OPERA※」を整備・運用中。

○ 2024年度は、異なるメーカーの建設機械についてもユーザーが同じプログラムで動作させることが可
能な共通制御信号の策定に向けた共同研究を実施。



【③-a)】建設機械の制御信号共通化について
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制御信号共通化イメージ

自律施工等の新技術やその仕組みがすべて競争領域であることは、技術開発および普及において、非
効率である。そこで、施工技術と建設機械の間に協調領域を設定し、自動運転技術を開発、普及に関わ
る会社が協調できる枠組みを提案する。具体的には、建設機械の入出力信号（操作信号や車体情報等）
に着目し、これらを共通化する研究を実施しているところ。

自動施工技術における協調領域の提案

ステップ０ 必要性についてユーザ層（ゼネコン等）へヒアリング

ステップ１ 土木研究所にて原案の作成

ステップ２ 土研と建設機械メーカにて原案のブラッシュアップ

ステップ３ ブラッシュアップした原案の公表

ステップ４ 「建設施工の自動化自律化協議会」に原案の提言

ステップ５ 要望等に応じ、上記協議会内にて規格化の検討

現在

R6年度末目標

R6年度末目標

油圧ショベル共通制御信号のロードマップ



建設機械施工の自動化・自律化協議会 実施体制

学  識 者 ： 建設施工関係、ロボット関係、機械関係

関係団体 ： 建設関連団体、建設機械関連団体、ロボット関連団体

行政機関 ： 国交省、厚労省、経産省、 各研究機関

建設機械施工の自動化・自律化協議会

学会
大学

業団体
調査
測量

設計 施工 業団体
建機
メーカ

レン
タル

AI ロボット IoT
制御
ソフト

通信

国・自治体・有識者

行政

建設関連企業 建設機械関連企業 建設分野以外の関連企業

施工管理・検査基準WG

建設機械における自動・自律・遠隔施工を実施する際の

・現場検証、評価
・施工管理、検査基準の検討

PF共同研究

土木研究所
協調領域の開発

建機メーカ
ゼネコン

システムベンダー

安全・基本設定WG

建設機械における自動・自律・遠隔施工を実施する際の

・安全ルールの標準化、設定に関する検討
・自動化目標の設定に関する検討
・協調領域の設定に関する検討

・自動・遠隔機械の性能に関する検討

現場普及WG

建設機械における自動・自律・遠隔施工普及のための

・モデル工事導入の検討
・入札契約方式の検討

施工監理・検査基準W.G

参加者公募
ベンチャー企業含む

国交省・厚労省・研究所・
建設関係・建機関係

国交省・経産省・研究所・
建設関係・建機関係・建設分野以外

国交省内（事業部局含）
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自動施工機械・要素技術ＳＷＧ

R4.3.14設置

R4.6.22設置R4.6.22設置

R4.11.30設置



Ｒ６年度の取り組みスケジュール（案）

４～６月 ７～９月 10～12月 1～3月

協
議
会

施
工
管
理
・検

査
基
準W

G

安
全
・基
本
設

定
Ｗ
Ｇ

自
動
施
工
機
械
・

要
素S

W
G

現
場
普
及W

G

国
土
交
通
省

土
木
研
究
所

第2回協議会★

①-a) 安全ルール(Ver.2.0)の策定
①-b) 機械機能要件の策定
②-a) 人材育成に関する報告
③-a) 共通制御信号原案の報告

第1回協議会（本日）★

自動施工に関するロードマップ（案）の提示等

①安全ルール(Ver.2.0)に反映
②機能要件（Ver.1.0）に反映

現場検証 
現場検証
参加の公募

●
WG検証結果整理

●
WG

検証参加企業が「検証計画書」を提出

ヒアリン
グ等

・R７年度の現場検証に関する議論の着手
●

SWG

安全ルール（ver.1.0）の試行の実施

自動施工コーディネーター育成のための検討・検証

●
WG

共通制御信号の原案の策定

試行結
果の整理
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★ i-Construction ２．０ 発表
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